
                       

¡主イエスキリストの御復活祭おめでとうございます！ 
 

エルネスト 島袋幹男 主任司祭 
  

「あなたがたは、キリストと共に復活させられたの
ですから、上にあるものを求めなさい。そこでは、
キリストが神の右の座に着いておられます。上に
あるものに心を留め、地上のものに心を引かれ
ないようにしなさい。あなたがたは死んだのであっ
て、あなたがたの命は、キリストと共に神の内に
隠されているのです。あなたがたの命であるキリス
トが現れるとき、あなたがたも、キリストと共に 
栄光に包まれて現れるでしょう」 
（コロサイ３，１～４）。 

 

使徒たちはガリラヤからエルサレムへ向かっている間、主イエスから三回、主の

受難と復活の話を聞きましたが、“復活”の意味は理解できなかった。主イエスが 

十字架に付けられて、死んで、ほうむられて。使徒たちは主イエスがはじまった 

宣教は終わりと思い始めたとき、復活した主イエスが使徒たちに現れて皆喜びまし

た。その喜びを今日私たちもお祝いしています。 

 

主イエスがほんとに復活したことを 

私たちの信仰である。この信仰で私たち

も復活にあずかることができる。人間は

約束守らなかったりするけど、主イエス

は約束守ってくださる。 

 

カトリック聖心教会の皆さん、 

２０２４年の復活祭 

おめでとうございます。 

 

世界で神の平和が広がりますように。 
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ご 復 活 祭 

 

ご復活おめでとうございます！！ 

 シスター マリピア 

ご復活祭は春分の日から続く満月の次の日曜日です。今年は春分の日が3月20日で満月が 

3月 25日ですから3月31日が復活祭です。  

 

復活祭は、イエス・キリスト様の復活をお祝いする日です。イエス・キリスト様が十字架にかけられお亡

くなりになりました。それは金曜日でした。日曜日の朝早く女のお弟子さんたちがお墓にお祈りに行ったら

お墓の中にはイエス様はいらっしゃらなくて、天使がイエス様はもう復活されましたと言われました。イエ

ス様はずっと前にお弟子たちには「死んでも3日目に復活する」（ルカ18の３３）と言われたことを今思

い出しました。前に聞いた時は、お弟子さんたちにはそのことが良く分かりませんでした。復活されたイエ

ス様は、お弟子さんたちの所に度々現れて、不思議なことを行い、そのお姿を見せ、お弟子さんたちを励ま

しました。 

 

「復活の卵とうさぎ」 

復活祭には、きれいな色を付けたり、絵が描かれている卵を作りみんなに配ったりしますね。「イースタ

ーエッグ」と言います。子ども達はお庭に隠されている卵を探す「エッグハント」（卵さがし）という遊び

を楽しみにします。なぜ卵が使われるかというと、新しい命を生み出すという意味から、イエス様が死から

新しい命に復活したことのシンボルとして卵を使います。 

また、うさぎも復活のシンボルとして使われます。それは、うさぎは子どもをたくさん産み、新しい命を 

生み出すというところから豊穣や繁栄のシンボルです。「イースターバニー」と言われ、子ども達には 

イースターエッグを運ぶと言われてヨーロッパでは親しまれているそうです。 

 

「きれいなイースターエッグの色」にも意味があるそうです。 

＊赤・・・キリストの血の色、太陽、幸福など 

      ＊オレンジ…強さ、持続など 

      ＊黄色・・・知恵、ひらめきなど 

      ＊ピンク・・・成功など 

      ＊青・・・空、健康など 

       ＊緑・・・豊穣、あふれる希望など 

       ＊紫・・・信頼、忍耐など 

      ＊白・・・清浄、誕生、純潔など  

 

寒く、暗い冬から春の柔らかな日差しに動物も目覚め、草木が芽吹き山笑う春。私たちもイエス様のお苦

しみを考えながら祈ってきた四旬節を終え、春の光を浴びながら心も膨らんできます。 

自然界と共に春の訪れを喜び、祝いたいという思いは、すべての人々にも同じ気持ちでしょう。 

ヨーロッパでは、復活祭はキリストの復活をお祝いする行事ですが、それ以前からあった土着の季節の行

事と合わせられてきたようでもあります。    

又、東方教会と西方教会（ローマカトリック）の復活の日は違います。それは使っている暦が違うからで

す。東方教会はユリウス暦を使っているので今年の復活祭は5月5日になるそうです。 


